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掃除や調理など
「生活援助」のサービスを

縮小（要介護1、2）

福祉用真、住宅改修の
費用を原則自己負担
（要支援1－要介護2）

65－74歳は自己負担を
1割から2割に引き上げ

自己負担の上限額
引き上げ

給与が高い大企業社員の
保険料引き上げ

喀営舎宇入居募集の宮内 

・申込和ま舘銅的、出目の会議前 

・宣再縁掛合舶擢軸舘88チ0衣脅 

・窮画地市境うえ碩諌甘21丈＿有責2辛 
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